
「コンパニオンプランツ」を上手に組み合わせよう！
　一緒に植えるとお互いの生育が良くなる植物を「コンパニオンプランツ」と言います。様々な組み合わせがあります
が、それぞれの作物には相性の良い組合せと相性の悪い組合せがありますので、参考にしてください。

家庭菜園に関する相談は、TAC（タック）、支店営農経済担当者までご連絡ください。

今月のテーマ

●キュウリ＋ネギ＝ネギの根に寄生する細菌が出す抗生物質により、ウリ科植物のつる割病予防になる。
●ナス＋ニラ＝ニラの根に寄生する細菌が天然の抗生物質を出し、ナスの青枯れ病などの予防になる。

●トマト＋バジル＝お互いの害虫を避け、しかもお互いの味が良くなる。ただし、大玉トマトの場合、先にバジルを植えるとバジルが圧倒
的に生育してトマトに悪影響を及ぼす。トマトを先に植え、活着してから小さめのバジルを植えること。
●トウモロコシ＋つるありインゲン＝トウモロコシの根が余分な肥料を吸って、インゲンはつるボケしない。
●トウモロコシ＋エダマメ＝株間を50㌢以上とって、エダマメ（早生か極早生）を先に播き、少し育ってからトウモロコシを株間に播く。
トウモロコシのアワノメイガ、エダマメのカメムシを抑える効果も。
●キャベツ＋レタス＝アブラナ科の虫よけにはキク科がいい。キャベツの定植１週間前にレタス（赤系）を植えておく（虫が嫌がる）。
●ハツカダイコン＋キュウリ＝キュウリの定植１週間前に、ハツカダイコンの種を播いておく。ウリバエはハツカダイコンの辛いにおいが
苦手。
●ニンニク→トマト＝翌年トマトを植えるときに、邪魔にならない程度に近い場所でニンニクを育てておくと、トマトの徒長、病害虫が防
げる。

情報提供は、西濃農林事務所農業普及課（TEL 73-1111）

適切な穂肥・雑草対策で高品質小麦の安定生産を

栽培管理のポイント

西濃農林事務所農業普及課 ［地域支援第三係長］ 小森 正己さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技師］ 植松 晃弘さん

エダマメ

小麦

　実需者に求められる高品質小麦を安定生産するために、穂肥を適
切に施用すること、適切な雑草防除を行うことが重要です。適期に
必要な作業を行うことで、収益性の高い小麦経営を目指しましょう。
　
○穂肥の施用
　穂肥の目的は、小麦の粒数確保と粒の充実を図ることにありま
す。穂肥の時期が遅れると成熟期の遅れを招き、粉色が悪くなるな
ど小麦の品質に影響を与えます。表１を目安に適期・適量の穂肥施
用を行い、高品質小麦の安定生産を図りましょう。

○雑草対策
　収量や品質の安定を図る上で、適切な雑草防除が欠かせません。
小麦栽培における雑草に対しては、播種時の土壌処理剤の効果が
比較的高く、小麦生育期間中の雑草対策としても除草剤の散布が
基本になります。

　しかし、雑草の種類によっては防除効果が期待できないものもあ
りますので、自分のほ場にどのような雑草が発生しているのかを把
握し、除草剤を選択する必要があります。表２を参考に適切な除草
剤を適期に散布しましょう。

○排水対策の徹底
　「麦は排水で穫る」と言われるように、小麦の安定生産には排水
対策が重要です。排水不良のほ場では、穂肥の施用や雑草対策を適
切に実施しても、安定した収量・品質を十分に得ることは困難にな
ります。小麦の健全な生育のために、排水溝の点検補修を定期的に
行いましょう。

　エダマメは、子どもが好きな野菜ランキングなどでは上位に顔を出すことも
多い健康野菜です。従来から栽培される普通種に加えて、茶豆系品種の人気
も高まっています。今回は、気象条件や病害虫の発生に左右されない栽培管
理のポイントについて紹介します。
●作型と品種
　品種は、① 感温型(早生種) ② 感光型(晩生種) ③ 中間型(中生種)に分けら
れ、収穫までの日数が異なるため、地域の栽培体系に合わせて、品種選択を
行います。

●施肥
　窒素成分で10㌃当り５～６㌔程度が目安となります。有機質肥料を主体と
する場合は、タネバエを誘引するので注意が必要です。

●は種(種まき)
　４月までは、ハウス・トンネル等で苗づくりを行います。発芽に適した温度
は25℃前後で、10℃以下では極端に発芽が遅れます。芽が出るまではやや
密閉気味にして保温しますが、過剰な高温多湿では種子が腐敗するので注意
が必要です。潅水は種まき時にしっかりと行い、発芽するまでは控えます。
●病害虫防除
　畑に定植してからは、２㍉目合いの防虫ネットでトンネル被覆して害虫の発
生を予防し、農薬散布を大幅に削減することが可能です。
　高温で乾燥した日が続くとハダニ類やカメムシ類の発生が増え、雨が続く
と莢に“そぶ症”などの汚斑症状が発生して品質を落とすこともありますの
で、いずれも初期の(予防)防除が重要となります。
　農薬は「エダマメ」または「野菜類」、「豆類（未成熟）」で登録のあるもの
しか使用できないので、注意が必要です。
●落花、落莢の原因と対策
　エダマメは花数が極めて多いものの、実際に実を付けるのは半分以下で、
残りは落花します。特に開花が始まってから７～10日が最も重要な時期で、こ
の時期の水分や肥料、高・低温、日照不足等のストレスは莢数の低下につな
がります。エダマメは浅く根を張る性質のため、乾燥に弱い特徴があり、秀品
率や特に３粒莢の割合を高めるためには、適期の水やりが重要です。
●収穫
　品種によって幅が異なりますが、種まき後70～100日程度で収穫可能とな
るので、莢が黄化しないうちに収穫を行いましょう。

表１．品種別穂肥施用の目安

※暖冬年は穂の生長が早くなることが予想されますので、施用時期を早めるなど、小麦の生育状況に合わせた施肥管理を行いましょう。

品　種

イワイノダイチ

さとのそら

施用時期

２月下旬～３月上旬

３月上旬

肥　料　名

化成肥料17－０－17

化成肥料17－０－17

基準施用量

20～25㌔／10㌃

25～30㌔／10㌃

薬剤名 適用雑草名 使用時期 効果が期待できる雑草

タデ類

タデ類
カラスノエンドウ

ヤエムグラ

バサグラン液剤

アクチノール乳剤

エコパートフロアブル

一年生雑草
(イネ科を除く)

穂ばらみ期まで
(雑草生育初期)
小麦節間伸長開始期まで
(広葉雑草２～４葉期、
ヤエムグラ２～６節期)
但し、収穫45日前まで

畑地一年生広葉雑草

一年生広葉雑草

表２．雑草対策

生育期
(雑草の３～６葉期)
但し、収穫45日前まで

時期
上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下
2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7 　 8 　 9

品種

○促成栽培
　ハウス

　トンネル

ハウス
○○○○○○

△△△△△△

○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○露地栽培
　早生
　
　

トンネル

△△△△△△

△△△△△△

中晩性

作付体系　　〇:播種　△:定植　　 　:収穫

図1 防虫ネットを
　　被覆した様子

相性の良い組合せ

誤って混植・間作すると、せっかくの栽培計画・管理、土作りが根本から台無しになってしまいます。
●ネギ×ダイコン＝ネギは万能野菜だが、ダイコン、エダマメ、結球野菜には効果がない。ダイコンの根がまっすぐに伸びないことも。
●ジャガイモ×（ナス科・アブラナ科）＝最悪。ジャガイモは相性の良いネギと輪作させること。
●ナス×オクラ＝ナス・ゴボウ・オクラの根は、直根で深根。お互いの養分を奪い合ってしまう。
●イチゴ×ニラ ●ジャガイモ×トマト ●ジャガイモ×ショウガ ●ナス×トウモロコシ ●レタス×ニラ

　コンパニオンプランツをうまく使えば、農薬を使わずに害虫を防いだり、植物の成長が期待できます。
難しい作業をする必要もなく、基本的に同じ環境に植えるだけです。この機会に相性の良い植物を選んで試してみてください。

相性の悪い組合せ

コンパニオンプランツ 相性の良い農作物 期待される効果
アブラナ科

カボチャ・ズッキーニ
キュウリ

シシトウ・ジャガイモ
スイカ
ダイコン

トマト・ナス・ピーマン
ニンジン
レタス

アオムシ、コナガ、ハムシ類を遠ざける
センチュウ類を遠ざけ、生育を助ける
アブラムシ、センチュウ類を遠ざける
害虫を遠ざけ、生育を促す
病気や連作障害を防ぐ
病気やセンチュウ類などの害虫を避け、連作を可能にする
病害虫を減らし、生育を助ける
センチュウ類を遠ざけ、きれいな根を作る
生育を促す

マリーゴールド

キュウリ
ナス

ニラ

ニンニク

トマトネギ
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切に施用すること、適切な雑草防除を行うことが重要です。適期に
必要な作業を行うことで、収益性の高い小麦経営を目指しましょう。
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　穂肥の目的は、小麦の粒数確保と粒の充実を図ることにありま
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○雑草対策
　収量や品質の安定を図る上で、適切な雑草防除が欠かせません。
小麦栽培における雑草に対しては、播種時の土壌処理剤の効果が
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　しかし、雑草の種類によっては防除効果が期待できないものもあ
りますので、自分のほ場にどのような雑草が発生しているのかを把
握し、除草剤を選択する必要があります。表２を参考に適切な除草
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　「麦は排水で穫る」と言われるように、小麦の安定生産には排水
対策が重要です。排水不良のほ場では、穂肥の施用や雑草対策を適
切に実施しても、安定した収量・品質を十分に得ることは困難にな
ります。小麦の健全な生育のために、排水溝の点検補修を定期的に
行いましょう。

　エダマメは、子どもが好きな野菜ランキングなどでは上位に顔を出すことも
多い健康野菜です。従来から栽培される普通種に加えて、茶豆系品種の人気
も高まっています。今回は、気象条件や病害虫の発生に左右されない栽培管
理のポイントについて紹介します。
●作型と品種
　品種は、① 感温型(早生種) ② 感光型(晩生種) ③ 中間型(中生種)に分けら
れ、収穫までの日数が異なるため、地域の栽培体系に合わせて、品種選択を
行います。

●施肥
　窒素成分で10㌃当り５～６㌔程度が目安となります。有機質肥料を主体と
する場合は、タネバエを誘引するので注意が必要です。

●は種(種まき)
　４月までは、ハウス・トンネル等で苗づくりを行います。発芽に適した温度
は25℃前後で、10℃以下では極端に発芽が遅れます。芽が出るまではやや
密閉気味にして保温しますが、過剰な高温多湿では種子が腐敗するので注意
が必要です。潅水は種まき時にしっかりと行い、発芽するまでは控えます。
●病害虫防除
　畑に定植してからは、２㍉目合いの防虫ネットでトンネル被覆して害虫の発
生を予防し、農薬散布を大幅に削減することが可能です。
　高温で乾燥した日が続くとハダニ類やカメムシ類の発生が増え、雨が続く
と莢に“そぶ症”などの汚斑症状が発生して品質を落とすこともありますの
で、いずれも初期の(予防)防除が重要となります。
　農薬は「エダマメ」または「野菜類」、「豆類（未成熟）」で登録のあるもの
しか使用できないので、注意が必要です。
●落花、落莢の原因と対策
　エダマメは花数が極めて多いものの、実際に実を付けるのは半分以下で、
残りは落花します。特に開花が始まってから７～10日が最も重要な時期で、こ
の時期の水分や肥料、高・低温、日照不足等のストレスは莢数の低下につな
がります。エダマメは浅く根を張る性質のため、乾燥に弱い特徴があり、秀品
率や特に３粒莢の割合を高めるためには、適期の水やりが重要です。
●収穫
　品種によって幅が異なりますが、種まき後70～100日程度で収穫可能とな
るので、莢が黄化しないうちに収穫を行いましょう。
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●ネギ×ダイコン＝ネギは万能野菜だが、ダイコン、エダマメ、結球野菜には効果がない。ダイコンの根がまっすぐに伸びないことも。
●ジャガイモ×（ナス科・アブラナ科）＝最悪。ジャガイモは相性の良いネギと輪作させること。
●ナス×オクラ＝ナス・ゴボウ・オクラの根は、直根で深根。お互いの養分を奪い合ってしまう。
●イチゴ×ニラ ●ジャガイモ×トマト ●ジャガイモ×ショウガ ●ナス×トウモロコシ ●レタス×ニラ

　コンパニオンプランツをうまく使えば、農薬を使わずに害虫を防いだり、植物の成長が期待できます。
難しい作業をする必要もなく、基本的に同じ環境に植えるだけです。この機会に相性の良い植物を選んで試してみてください。

相性の悪い組合せ

コンパニオンプランツ 相性の良い農作物 期待される効果
アブラナ科

カボチャ・ズッキーニ
キュウリ

シシトウ・ジャガイモ
スイカ
ダイコン

トマト・ナス・ピーマン
ニンジン
レタス

アオムシ、コナガ、ハムシ類を遠ざける
センチュウ類を遠ざけ、生育を助ける
アブラムシ、センチュウ類を遠ざける
害虫を遠ざけ、生育を促す
病気や連作障害を防ぐ
病気やセンチュウ類などの害虫を避け、連作を可能にする
病害虫を減らし、生育を助ける
センチュウ類を遠ざけ、きれいな根を作る
生育を促す

マリーゴールド

キュウリ
ナス

ニラ

ニンニク

トマトネギ
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